
令和７年度　自己点検評価（計画）

学校番号 62208 学校法人脇谷学園　静岡南幼稚園 記載者 青島範明

学校教育目標

教育方針

評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

領域 ねらい 評価項目 今年度の達成目標 昨年度の実績 評価 今年度の成果と課題 次年度の取組

学校経営
・

教育課程 ・
指導方法

適切な教育課程が編成され、学
習目標・計画が明示され、日常の
学習活動を効果的に展開する。

教育課程、教育目標・計画・指
導、課題実

「ダンスあそび」から「あそびっこ」、さ
らには「フットボール」と学年が上
がっていくと、身体を動かす楽しさか
ら、基礎体力・基礎運動能力の強
化、そして考えながら運動する力を
備えるような段階的なプログラムを
もっと保護者や入園希望者に理解し
てもらう活動をする。

園内の活動だけでなく、園外の活動
にも積極的に取り組むことで、園児
たちに多くの経験を積ませ、その経
験値を使って、活動に対する幅を持
たせる教育をする。

「あそびっこ」を通じて年中・年長の
子ども達に発達に応じた運動遊びを
実施し、基礎的な動きや体力強化を
することができた。また、園の行事や
発表の際には、子ども達自身が主体
的に何をしたいか、どのように作りた
いかを考え、工夫しながら取り組む
姿勢を尊重する教育環境が整えら
れていた。

教員達が年齢に応じた子どもの主体
的な取り組みを応援し、サポートする
姿勢が素晴らしく、教員の創意工夫
によって季節やテーマに沿った教室
の装飾、歌、遊戯、絵本などが準備
され、一貫性のある体験や学びが提
供されていた。クラス担任に裁量が
認められている点も良いと感じる。

ＡＬＴ（外国語指導助手）による英語
遊びや外部講師によるフットボール
など、他の園では珍しい活動や遠足
の多さは、静岡南幼稚園の大きな強
みである。これらの活動を今後も継
続し、園児達に多くの経験と刺激を
与えてほしいと願っている。

安全管理

日常から防災に対する意識を高
め、予期せぬ災害時に適切な対
応ができる体制作りをすることが
必要。また、学校としても校内の
危険個所の定期的な点検、園バ
スの安全運行といった意識を常
に持ち合わせる。
園児の健康管理のための検診計
画を作成・実行し、疾病者に対す
る治療勧告を行う。

防災訓練（校内・校外）、災害時
の対応、安全な教育環境、安全
なスクールバスの運行、検診計
画、健康管理指導

基本的な運動能力を高めることで、
子ども達の健康を守ることができると
考えられるので、「あそびっこ」の活
動を通じて、体力をつけることや病
気になりづらい体作りを目指す。

主に遊戯室での活動が多いため、外
道路での活動にも目を向けて交通安
全や不審者対策に注意を払ってい
く。外での活動を通じて、子ども達が
安全に楽しく過ごせる環境を整える
ことが重要である。

事故なくバスの運行ができたことが
良かった。また、感染症の流行はま
だ続くと予想されるため、対応を速や
かに、かつ安全に行うことが重要で
ある。園バスの安全対策についても
迅速な対応が見られ、保護者として
も安心した。来園者への警戒だけで
なく、万が一不審者が侵入した際の
実践的な訓練も行っており、先生方
と生徒たちがどのように行動すべき
かを学ぶことで、さらなる安心感を提
供。

安全ブザーの設置により、安全対策
が強化され、人数確認と安全ブザー
の使用で今後も安全に努めていただ
きたい。また、保護者側もコミュナビ
を活用し、確実に欠席連絡を行う必
要がある。

新年度に配布する手紙には、幼稚園
に入る際にはインターホンを押すよう
に記載することを検討しても良い。現
在、英語やくじゃくのお迎えの際にイ
ンターホンを押すか迷う方が多いた
め、こうした場面ではインターホンを
押すように周知していくと良い。

子育て支援
年間を通じて、本園独自の子育
て支援活動に積極的に取り組
む。

年間を通じて、開園日の預かり保
育及び長期休業中の預かり保育
の実施、入園希望者に対する園
の公開活動、未就園児を対象と
した本園独自の活動の展開

発達に関する様々な心配を持つ保
護者に対して、幅広いサポートの窓
口を設け、多様な方法で関わりを持
つことが重要だと感じている。保護者
が安心して相談できる環境を整える
ことで、子ども達の発達支援をより効
果的に行うことができると思う。

入園を希望する家庭に対して、行事
の通達を確実に行うことが求められ
る。スムーズな情報伝達を通じて、
親御さんが園の活動に参加しやすく
なるよう努める。

未就園児行事を多く取り入れたことは非常に
良かったと感じる。これにより、未就園の子ど
もと親のサポートを通じてスムーズな移行を
目指す試みが行われていた。アンケートを実
施し、預かり保育の実態や保護者のニーズを
把握することもできた点が良かった。また、幼
稚園入園前に子供同士・保護者同士のコミュ
ニケーションを図る場が設けられているのは
良い。外に出て、ちょっとした悩みを先生や友
達、初めて会った方に聞いてもらえることでリ
フレッシュでき、育児を頑張ろうと思えるので、
これからも続けて欲しい。

預かり保育については、利用時間帯や曜日、
料金についてのさらなる実態調査やニーズ確
認が必要と考えらる、保育園や託児、シッター
との住み分けもあるため、すべてに応じる必
要はないのではないかとも思われる。重点目
標にある「時代を見据えた教育環境を展開す
る」とのことについては、発達に特性のある園
児の保護者へのアプローチやキラキラ個性を
テーマにしている点はとても手厚く感じる。一
方で、提携園として位置づけるには私学を目
指す子へのアプローチが今後の課題として見
える。

長期休暇における預かり保育の料金設定に
ついても、もう少し検討して欲しい。現在、料
金の値上げが行われており、幼稚園選びに悩
んでいるという話を聞く。幼稚園の経営に関わ
ることなので難しいと思うが、長期休暇中の預
かり保育については、1時間単位での請求が
助かるという声もあるので、今後の対応を期
待したい。現値上げした子たちの妹や弟が2、
3年後に入園し、兄弟で預けた際の1日の負担
が大きくなり、そこに対する対応が課題とな
る。

2　時代を見据えた教育を展開する。

3　５年度・１０年後を見据えた本園の姿について検討する。

遊びを通して様々なことを学び、互いの考えを尊重しながら、自己を確立する。

【総合評価】

・学校教育法及び幼稚園教育要領に従い、幼児教育の役割を遂行する。
・家庭では体験できない新たな世界と出会いの場を設け、幼児の自立に向けた基礎を育成
　することをねらいとした教育を目指す。

今年度の重点目標

1　少子化がさらに進行する中、目標園児数（収容定員）を獲得する。



特別支援教育
支援が必要な子、気になる子へ
の対応をすると共に、特別支援
計画をたて実行する。

支援計画・支援体制の確立、巡
回訪問カウンセリングの活用、療
育施設との園児に関する情報交
換、保護者との情報交換

特別支援コーディネーター、クラス担
任、そして家庭の連携が大切である
と感じている。特に、家庭の理解と協
力を得るために、特別支援コーディ
ネーターを中心に園全体で子ども達
の支援を行うことが重要である。これ
によって、子ども達が最適な環境で
成長できるようサポートしていくこと
が求められる。

特別支援コーディネーターを設置す
ることで、より一人一人の子どもに目
を向ける機会が増え、保護者にもそ
の取り組みが伝わったのではないか
と感じた。専用の面接室やプレイ
ルームを開設した点も高く評価され、
子ども達が安心して相談できる環境
が整えられている。

独立した特別支援コーディネーター
を置くことで、子どもの発達に合った
療育施設や病院を紹介してもらうこ
とができている。気になることがあっ
てもどうすれば良いかわからず悩む
保護者に対して、面談室を設け相談
しやすい環境を整え、安心感を与え
ている。また、コーディネーターは資
格取得にも意欲的であり、専門性を
高めるために努力している。

特別支援コーディネーターが地域の
療育や医療機関と連携を図るために
活動している点が特に素晴らしいと
思う。保護者に対しても特別支援
コーディネーターの存在と活動が広く
周知され、「特別な子」だけが利用す
る場ではなく、発達に関する気軽な
相談の場として認識されることが期
待される。保護者にとっても心強い
存在となり、園にとっても大きな強み
であると感じる。

教育環境
園児たちが楽しんで教育活動に
取り組める環境づくに工夫をす
る。

「週案」及び「日案」における計画
的な教育活動の実施、日常の教
育活動の展開のうえで、興味・関
心を高める工夫、活動の振り返り
による次の活動に対するモチ
ベーションを高める

日々の子どもの様子や、外やお部屋
での活動の取り組み、得意や不得
意、好き嫌いなど、全てを把握するこ
とは難しいと感じている。しかし、一
つ一つを見守りながら、子ども達の
成長につなげることが大切だと思う。
これからも丁寧に子ども達を見守り、
成長を支えていきたい。

幼稚園では準備と環境整備がしっかりと行わ
れている様子が感じられる。保護者の協力の
もと、本が整理され、推薦図書が並べられる
など、図書コーナーがさらに充実してきた。畳
のコーナーについてはダニの問題があるかも
しれないが、設置を検討して欲しい。また、設
置図書については、古くなったものもあり、修
理の必要性があるので、保護者のボランティ
アを募るなどして対応をするとよい。

タブレットとアプリの導入は画期的であり、今
後の展開に期待している。ただし、保護者の
不安もあるかもしれないため、幼児期からでき
るタブレットやネットとの付き合い方について、
保護者と共に考えていく場を設けることが求
められる。教室は整理整頓されており、壁に
は季節ごとの作品や飾り付けが施され、子ど
も達が楽しむことができる。行事の写真が貼ら
れており、子ども達も自分の成長を感じること
ができ、写真を見ながら思い出話をしてコミュ
ニケーションが図れると感じた。

発達障害のお子さんが刺激や情報が過多に
ならないよう、クールダウンできる避難場所の
設置が心の安心につながっている。とてもか
わいい避難場所が設置されており、その点も
評価できる。

トイレが怖い園児に対しては、トイレのドアに
好きなキャラクターを貼り、安心して入れるよう
にするなど、一人一人の気持ちに寄り添った
対応がされている。

研修

教育内容が問われる時代、教職
員の資質向上が常に求められる
ので、計画的かつ時代が求める
教師となっていくための研修を的
確に実施し、各教職員が個々の
スキルを上げていく体制作りをす
る。また、研修内容を共有化して
いくためのシステム作りをしてい
く。

計画的な研修体制の確立、校外
研修への参加、研修報告会の実
施

得意な分野の更なる追求に力を入
れて取り組んでいる。自身の強みを
活かし、より高いレベルを目指すこと
が重要だと感じた。また、苦手な分
野についても積極的に研鑽を積む姿
勢を大切にしていく。これによって、
総合的なスキルアップを図り、子ども
達の成長を支える力を養っていく。

現場で研修した内容を取り入れる際
には、臨機応変な対応が重要であ
る。研修の機会が教諭にとってリフ
レッシュの一環となることを期待して
いる。現在、研修は対面形式が多い
が、オンライン（オンデマンド）研修も
積極的に活用する必要がある。

将来的には、先生方のアウトプットの
場として希望制で保護者への勉強会
を開催するのも面白いと思う。特に
発達に関する話は、保護者会の際に
時間が足りず、興味のある保護者も
多いのではないかと感じる。この点
で「子育て支援」として卒園児への
フォローにもつながると考えている。

忙しい業務の合間に様々な研修に
参加し、スキルアップを図っている。
また、研修で得た情報を園内に持ち
帰り、他の職員と共有することで、全
体のレベルアップにもつなげていく。

保護者、地域住民と
の連携

保護者や地域諸団体や地域住民
との交流・連携を図る。

保護者の会との情報交換、学校
運営に対する外部団体の参画、
外部要望の学校運営に対する反
映、保護者に対する協力依頼

地域の方々との交流を深めるため
に、町内会などの結びつきを強く持
つことに力を入れてきた。行事やイ
ベントには子供達と一緒に参加する
ことも検討し、地域の絆をさらに強め
る努力を続けていく。この取り組みに
より、地域との関係性が一層豊かに
なり、互いに支え合える環境づくりに
貢献できていると感じた。

園児の様子を保護者や地域の方々
に伝える際は、友達語にならないよ
うに気をつけることが大切。アピタや
老人会への訪問は、地域との交流を
増やし、子供達にとって良い刺激と
なっていた。

天城連峰太鼓のクレームに関して
は、今後は慎重に対応をお願いした
い。特に、クレームを最初に受けた
のがPTAのお手伝いの保護者という
こともあり、園門付近に先生も配置し
て対応する必要がある。中田本町老
人会との交流は、普段お年寄りと接
することの少ない園児たちにとって
良い刺激や温かみを感じられる場に
なった。今後も地域との交流を続け、
お互いに助け合える関係性を保てれ
ば良いと思う。

アピタ静岡でのイベント出演は、いつ
もとは違う緊張感の中で子供達が
堂々と踊りを披露し、自信につな
がった。今後も外部への出演機会が
あれば良い。

参観会では、先生の解説付きで活動
の様子の映像を見ることができ、普
段の様子を知る良い機会となった。

情報提供
幼稚園に関する活動状況などに
関する情報発信を積極的に行う。

ホームページ、フェイスブック、イ
ンスタグラム等による情報発信、
パンフレットの毎年の更新、園
メールやICTシステムの活用によ
る保護者への情報提供と園との
情報交換

現代の保護者向けに様々なアプリが
開発されている一方で、ペーパーで
のお便りも考慮するようにしている。
デジタルとアナログの両方の良さを
活かしながら、保護者にとって役立
つ情報発信を心掛けてほしい。この
取り組みにより、保護者とのコミュニ
ケーションが一層円滑になり、双方
にとって便利であり続けると感じてい
る。

インスタグラムやホームページでの
情報発信は、保護者が子ども達の
日々の様子を見る良い機会となって
おり、子ども達も自分の写真が載る
と喜んでいる。また、未就園児や県
外からの転入を考えている方の参考
にもなっている。

タブレットについては、アナログとデ
ジタルの良さを活かしながら関わっ
てもらいたい。保護者としては、タブ
レットで何をしているのか気になるこ
ともある。

来年度導入するおうちえんは、写真
が鮮明に見られるため楽しみにして
いる。先生方が撮る写真はカメラマ
ンとは異なる良さがあり、日常の一
瞬を捉えている。

総合評価


